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1
はじめに

Microsoft WORDはMicrosoft社によって開発されたワードプロセッサである．同社のOperating SystemであるWindowsと共にバージョンアップを重ね発展してきた．また，アップル社が開発したMac OS上で動作するMicrosoft WORDも開発されている．

本稿では，日本信頼性学会の研究論文の執筆要項に準拠する文書をMicrosoft WORDで作成する時のために
1) ある程度Microsoft WORDの操作に慣れている人を対象に，

2) 執筆要項に準拠する文書の設定を予め設定したファイルを提供すること

を目的とする．


2
使用上の注意

Microsoft WORDにはご存知のとおり，多くのバージョンがあり，異なったバージョンのMicrosoft WORDを用いると，同じファイルを印刷する場合においても印刷イメージが異なることがある．また同じバージョンのMicrosoft WORDを用いても，OSで用いているフォントの種類や，印刷に用いるプリンターの設定が異なれば同様の問題が発生する．このため本ファイルを使用して論文を執筆する際には，執筆前に本ファイルを印刷して文字のずれなどがないことを十分に注意する必要がある．ずれている場合は調整を行う必要がある．

本ファイルはMicrosoft Windows XP 上のMicrosoft WORD2003で作成し，CANNON社製プリンタ “MF5770” で印刷し確認した．

3
本ファイルの構成
本章では，本ファイルの構成について述べる．Microsoft WORDを用いて，決められたフォーマットの文書を作成する場合には“ページ設定”の機能（Microsoft WORD 2003の場合）によって余白や字数を指定し，２段組にするためにはセクションを分けなくてはいけない．本ファイルは２つのセクションからなっており，文書全体の基本設定を以下に示す．

(1) 余白設定

上余白 21.2mm, 下余白 29.3mm, 左右余白 17.0mm

(2) フォント設定

和文フォント
：ＭＳ明朝

見出しフォント
：ＭＳゴシック

英文フォント
：Times New Roman

また，本ファイルでは書式スタイルを設定してある．

3.1
第１セクション

最初のセクションには論文タイトル，執筆者，要旨そしてキーワード（英語と日本語）が書かれている．その設定は以下のとおりである．

(1) 余白設定

和文要旨，Abstract部は インデント幅左右 7pt

(2) フォントサイズ

和文タイトル
：16 pt
（
題　　名
）

英文タイトル
：14pt
（
  Title

）

著者名
：12pt
（
著 者 名
）

和文要旨
：10pt
（
要　　旨
）

キーワード
：10pt
（
キーワード
）

英文要旨
：10pt
（
Abstract
       ）

Keyword
：10pt
（
Keyword
）

（）内はスタイル名を表す．

3.2
第２セクション

第２セクションは２段組となっており本文が書かれている．設定は以下のとおりである．

(1) 左右の段の間隔
：10mm

(2) フォントサイズ

行数

　：45行

文字数

　：23文字

和文
：10pt
（
本　　文
）

見出し1
：12pt
（
見出し 1
）

見出し2
：10pt
（
見出し 2
）

参考文献
：10pt
（
参考文献
）

（）内はスタイル名を表す．

3.3
図表を入れる場合

図表を本文に記載する場合には，通し番号と図表のタイトルを入れ，本文中にて引用しなければならない．また，図表タイトルは和文フォントにMSゴシック，英文フォントにTimes New Romanを用いる．書式スタイルとして（図表タイトル）を用いることができる．

（例１）

表1　素材AとBの混合効果比率
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図1　直列システム
3.4
その他

著者の所属は，テキストボックスと罫線をグループ化して作成している．そのため，テキストボックスの大きさを変える場合にはグループ解除を行う必要がある．また位置を動かないようにするため，オブジェクトの書式設定の“文字列と一緒に移動する”項目のチェックを外してある．

4
参考文献及び数式等の引用

本文中で参考文献や数式を引用する際には，以下のように記載する．本ファイルでは参考文献の引用にクロスリファレンス機能を用いている．また、参考文献の列記方法は出現順又はアルファベット順とする．

（例２）

2重リング型ネットワークシステムの
[image: image2.wmf]s

端末間信頼度は，Yin and Silio [1] 及び 山本・水野 [2] により
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(1)

にて表される。

（例３）

システムの内部状態に基づいたアクションから構成される保全政策を考える．内部状態を監視するモニターは必ずしもその状態を正確に表すとは限らない．この場合において，２つの故障モードをもつセンサーがk-out-of-nシステムで構成される時の最適な構成についてShibuya and Suzuki [3] が論じている．また，最適な保全政策がMonotone Policyで表される必要十分条件を松本・鈴木 [4] が考察している．

5
さいごに

本稿では，日本信頼性学会の研究論文の執筆要項に準拠する文書をMicrosoft WORDで作成する時のファイルを提供した．なお，論文を執筆される場合には論文の投稿規定[5]，研究論文原稿の書き方[6]を参照されたい．また、Microsoft WORDの操作では、例えば谷口・森島[7]を参照されたい．
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